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１．はじめに

わが国では，近年コンクリート舗装の普及が進み，

コンクリート舗装に関する最新情報が学協会において

取りまとめられている 1)．

本研究ではひび割れ抵抗性の高いハイブリット型繊

維補強コンクリート（HFRC）の基礎的性状を把握し，

高耐久性コンクリート舗装への適用を目的としてい

る．その第一段階として HFRC の圧縮・曲げ強度特性

を各強度試験により評価し，コンクリートの乾燥収縮

および初期養生期間についても検討した．

２．使用材料およびコンクリートの示方配合

使用材料とその物理的性質を表 1 に，コンクリート

の示方配合を表 2 に示す．なお，乾燥収縮試験では，

砕砂(表乾密度 2.57g/cm3)と砕石(Gmax:20mm，表乾密度

2.61g/cm3)を用いた．また，配合 No.15～19は乾燥収縮

試験の配合である．

目標スランプは 5.0±1.5cm，目標空気量は 4.5±1.5%と

表 1 使用材料

表 2 コンクリートの示方配合

した．試験練りの結果，繊維混入率の増加により，ス

ランプが低下し，配合条件を満たさない配合も一部あ

ったが，単位水量，混和剤の種類や量を適宜調整する

ことで，最終的に実施した No.10～14，乾燥収縮試験時

においては全て所要のスランプ，空気量を満足した．

３．実験結果および考察

３．１ 繊維の種類と繊維混入率の影響

各配合の圧縮強度と静弾性係数の結果を図1に示す．

ここで，例えば PP1.3＋ 0.1 は PPF30mm を 1.3%，

PPF12mmを 0.1%の配合を示している．圧縮強度は，繊

維混入によりやや低下した配合もあったが，繊維無混

入の PL と同程度の値が得られ，PPで単繊維型よりハ

イブリット型の方が圧縮強度は大きくなった．

各配合の曲げ強度と曲げタフネスの指標である曲げ

靭性係数の結果を図 2に示す．曲げ靭性係数は PVAよ

り PPの方が大きくなり，PPのみに着目すると，12mm

の PPを 0.1%混入した PP1.3+0.1では，ハイブリッド化

による曲げ靭性係数の向上が認められた．

荷重-たわみ曲線を図 3 に示す．荷重-たわみ曲線か

らも，ハイブリッド型の PP1.3+0.1でひび割れ発生荷重

を大きく超える曲げ耐荷力を発揮しており， 曲げひび

割れ抵抗性の向上が期待できると考えられる．

図 1 各配合の圧縮強度と静弾性係数の結果
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図 2 各配合の曲げ強度と曲げ靭性係数の結果

図 3 曲げ荷重とスパン中央たわみの関係

３．２ 結合材水比と圧縮・曲げ強度特性の関係

PP1.3+0.1の結合材水比(B/W)と圧縮･曲げ強度特性の

関係を図 4 に示す．圧縮・曲げ強度と B/Wは線形関係

にあり，全ての B/Wで舗装コンクリートにおける設計

基準曲げ強度 4.5N/mm2を満足している．ただし，曲げ

靭性係数は図5に示す荷重-たわみ曲線において水結合

材比 W/B＝40，45％はほぼ同じ挙動を示しており，曲

げ靭性係数と B/Wは線形関係を示さなかった．

図 4 B/Wと圧縮・曲げ強度特性の関係

図 5 W/Bと荷重-スパン中央たわみの関係

３．３ 乾燥収縮試験

各配合におけるコンクリートの長さ変化率と乾燥期

間の関係を図 6 に示す．繊維を混入することにより，

乾燥収縮が小さくなるが，ハイブリット化の効果は現

時点では認められない．

図 6 コンクリートの長さ変化率と乾燥期間の関係

３．４ 初期養生期間の検討

PP1.3+0.1の配合で現場養生を行った供試体の曲げ強

度と積算温度の関係を図 7 に示す．この関係式から脱

型時の曲げ強度を 3.5N/mm2とした場合の，各養生温度

の初期養生期間を算定した結果を表 4 に示す．

図 7 積算温度と曲げ強度の関係

表 4 各養生温度と養生期間の関係

４．まとめ

PPF30mmを 1.3%に PPF12mmを 0.1%混入したHFRC

が 最も優れた曲げひび割れ抵抗性を発揮し，高耐久性

コンクリート舗装への適用性が期待できる．

本研究は新都市社会技術融合創造研究会「ハイブリ

ッド型繊維補強コンクリート舗装に関する研究プロジ

ェクト」の一環として実施したものである．
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